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平成 21年度 定例理事会 

 
SIF-Japan 

  

特定非営利活動法人  

社会的責任投資フォーラム（SIF-Japan） 

第 6 期 定例理事会 

 

日時： 平成 21年 3 月 11 日（水） 17：15～18：15 

場所： ㈱日本政策投資銀行 8階会議室 

在籍： 理事 16 名 （3 月 11 日現在）    ＊理事会成立定足数： 8 名 

 

 

議 事 次 第 
 
１．  開会宣言 

２．  会長挨拶 

３．  議長選出と議事録署名人選出 

４．  定足数の確認 

５．  議事  【資料 No.1～13】 

（１） 第 5期 平成 20年度 事業及び収支 審議（総会議決事項）   

（２） 第 5期 平成 20年度 監査報告  

（３） 第 6期 平成 21年度 事業計画案 審議 

（４） 第 6期 平成 21年度 収支予算案 審議         

（５） 書面表決（含む電子メール）による決裁規則  審議  

（６） 国内法人会員の年会費 審議 

（７） 役員候補 報告                          

（８） 運営委員増員 報告 

６． その他 

７． 議長解任 

８． 閉会宣言 

 

【No.1～6】 

 

【No.7～8】 

【No.9】 

【No.10】 

【No.11】 

【No.12】 

【No.13】 



 
 

平成 21年度 定例総会 

 
SIF-Japan 

  

特定非営利活動法人  

社会的責任投資フォーラム（SIF-Japan） 

第６期 定例総会 

 

日時： 平成 21年 3 月 11 日（水） 18：30～19：15 

場所： ㈱日本政策投資銀行 8階会議室 

在籍： 会員総数： 117 （3 月 11 日現在）  ＊総会成立定足数： 39 

 

 

議 事 次 第 
 
１．  開会宣言 

２．  会長挨拶 

３．  議長選出と議事録署名人選出 

４．  定足数の確認 

５．  議事  【資料 No.1～13】 

（１） 第 5期 平成 20年度 事業及び収支報告  審議 

（２） 第 5期 平成 20年度 監査報告  

（３） 第 6期 平成 21年度 事業計画及び予算  報告        

（４） 第 6期 平成 21年度 収支予算 報告                         

（５） 書面表決（含む電子メール）による決裁規則 報告 

（６） 国内法人の年会費 報告 

（７） 役員選出  審議  

（８） 運営委員増員 報告  

６． その他 

７． 議長解任 

８． 閉会宣言 

 

【No.1～6】 

 

【No.7～8】 

【No.9】 

【No.10】 

【No.11】 

【No.12】 

【No.13】 
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第 5期 事 業 ・ 収支 報告

自 平 成 20 年 1 月 1 日

至 平 成 20 年 12 月 31 日

社会的責任投資フォーラム

事 業 報 告 書

財 産 目 録

賃 借 対 照 表

収 支 計 算 書

特定非営利活動法人

収支実績予算対照表
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平成 20 年度 事業報告書（1） 

平成 20 年 1 月 1 日から 20 年 12 月 31 日まで 
 

特定非営利活動法人 社会的責任投資フォーラム 
 

１ 事業の成果 
 「平成20年度 事業報告書(2)」の通り 

 

２ 事業の実施に関する事項 

１）特定非営利活動に係る事業 

定款の事業名 事業内容 実施日時 実施場所 
従事者の 

人数 

受益対象者の範囲及び 

人数 

支出額 

（単位：円） 

勉強会 4/24、7/18、 

8/22、9/25 

関東圏 20 名 SRI 関係者又は興味を持つ人。延べ

173 名。 

122,227 

  

シンポジウム 11/19 東京都 １0 名 SRI 関係者又は興味を持つ人。約

227 名。 

9,240 

ホームページ（リニューア

ル） 

通年 東京都 5 名 SRI 関係者又は興味を持つ不特定多

数の人。 

392,800 

メールマガジン 月 3～4 回 東京都 5 名 SRI 関係者又は興味を持つ人。約

1,300 名。 

0 

SRI 利害関係者

のコミュニケーショ

ン促進 

金融機関啓発・広報 － － － － 0 

勉強会 上に同じ        

シンポジウム 上に同じ     

ホームページ 上に同じ     

メールマガジン 上に同じ  

SRI に関する情報

開示の促進 

金融機関啓発・広報 上に同じ  

勉強会 上に同じ 

シンポジウム 上に同じ 

コミュニティ投資研究  

― 

 

― 

 

― 

 

― 

0 

法制化研究とムーブメン

ト 

通年 欧州・東京

都 

15 名 SRI 関係者は興味を持つ不特定多

数。 

0 

SRI に 関す る 研

究、 

企業評価の枠組

みに関する研究 

助成金プロジェクト（「日

本SRI年報2007」の印刷

および英訳 

通年 東京都 10 名 SRI 関係者又は興味を持つ不特定多

数。 

547,027 

Students 

 

4/19,20 東京都 SRI に興味を持つ学生ほか、社会人。

約 8 万人。 

19,709 

勉強会      

シンポジウム 上に同じ 

金融機関啓発・広報 上に同じ 

コミュニティ投資研究 上に同じ  

法制化研究とムーブメント 上に同じ  

提言及び情報提

供・ 教 育啓発 活

動 

   

  合 計 1,091,003 
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平成 20 年度 事業報告書 (2) 

平成 20 年 1 月 1 日から 20 年 12 月 31 日まで 
 

特定非営利活動法人 社会的責任投資フォーラム 
 
 
１． 平成 20 年度事業報告にあたって 
 

本会の事業活動は、会員による年会費や様々な形のご支援、役員、運営委員、Students による無

償の活動によって実施されました。 
本年度の会員在籍数と入退会、役員、運営委員、Students 在籍数は以下の通りです。 
 

＜会員＞ （在籍者ベース： 2 年以上会費未納者を含む）                
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

＊1 パナソニック株式会社  

* 2 監査法人トーマツ（前トーマツ環境研究所）、FTSE グループ 

                  ＊3 社団法人全国労働金庫協会 

＊4 特定非営利活動法人荒川流域ネットワーク 

      
※  金融機関（Ⅰ）…金融ホールディングカンパニー及び、以下（Ⅱ）～（Ⅳ）以外 

金融機関（Ⅱ）…地方銀行 
金融機関（Ⅲ）…投資信託委託・投資顧問・投資会社・信用金庫単独 
金融機関（Ⅳ）…信用組合 

種 別 ※ 期 首 入 会 退 会 期 末 
金融機関（Ⅰ） 3 0 0 3 
金融機関（Ⅱ） 0 0 0 0 
金融機関（Ⅲ） 0 0 0 0 
金融機関（Ⅳ） 0 0 0 0 

一般企業 5 0 1 4 
公的・中間機関 5 2 1 6 

NPO/NGO 5 0   1 4 
個  人 76 21 10 87 
学  生 10 3 4 9 
合  計 104 26 17 113 
役  職 期 首 就 任 退 任 期 末 
役  員 15 3 0 18 

運営委員 19 3 0 22 
Students 14 0 3 11 

＊4 

*3 ＊2 

＊1 
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＜法人・団体会員内訳＞ ＊期末在籍、入会順 
・ 株式会社クレアン 
・ 株式会社セブン＆アイ･ホールディングス 
・ 株式会社日本政策投資銀行 
・ 株式会社 YAMATO 
・ 株式会社大和証券グループ本社 
・ 国際 NGO ナチュラル･ステップ･インターナショナル日本支部 
・ 東京海上日動火災保険株式会社 
・ NPO 法人エティック 
・ あずさサステナビリティ株式会社 
・ 有限責任中間法人自然エネルギー市民基金 
・ 日産自動車株式会社 
・ 財団法人損保ジャパン環境財団 
・ 住友信託銀行株式会社 
・ 株式会社あらたサステナビリティ認証機構  
・ Carbon Disclosure Project Secretariat 
・ 監査法人トーマツ 
・ Responsible Investment Unit - FTSE Group 
 
 
２． 平成 20 年度事業報告 
 
定款に掲げる事業の種類： 「SRI 利害関係者のコミュニケーション促進事業」 
 「SRI に関する情報開示の促進を行う事業」 
 「提言及び情報提供・教育啓発活動を行う事業」 
 「SRI に関する研究を行う事業」 

 
 

（１） 勉強会・シンポジウム 
 

開催日、テーマ、講演者、参加者数、収支概算は、5 頁の別表「平成 20 年度勉強会・セミナー開催

一覧」参照。 
 
 

（２） ホームページ運営 
 
事業収入：     0 円 
事業支出： 392 千円 （維持更新費、サーバーレンタル費） 

 
＜20 年度更新・変更点＞ 
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・ ホームページを 7 月にリニューアル。更新作業の効率化を図るとともに SRI 情報源のページ

を作成、法人ロゴをトップにしリンクを貼る等会員サービスを図る。 
・ 英語版「ＳＲＩ年報 2007」を公開。 
・ 年報のデータ編である「SRI 純資産残高グラフ」等四半期ごとに更新。 
 

 
（３） メールマガジン発行 

 
事業収入：     0 円 
事業支出：     0 円 
配信数： 期末現在 約 1,327 通（前年比 13 通減） 

 
 
＜SRI・マスコミ・レポート＞ 

会員のみ配信。新聞などマスコミのSRIに関する時事情報を集め、解説を付した「SRI・マスコミ・レ

ポート」を、運営委員のボランティアによる執筆で隔週発行。興味深く拝見しているとの会員からのコ

メントを多数いただいている。 
 
＜月刊メールマガジン＞ 

運営委員による SRI についてのコラムと SIF-Japan の活動レポート、SRI に関する話題等を紹介

する「SIF-Japan メールマガジン」を月 1 回発行、また全国の SRI や CSR に関連するセミナー、イ

ベント情報を集めた情報版を別途不定期に事務局編集で発行。最新号はホームページに常時掲載

している。 
 
 
（４） 金融機関啓発・広報 

 
事業収入：      0 円 
事業支出：      0 円  

 
具体的な活動は展開できず、21 年度に改めて対応を検討する。 
 
 

（５） 法制化研究 
 

事業収入：      0 円 
事業支出：      0 円 

 
会員を対象にメンバーを募り、12 名でプロジェクトを発足。分担して各国の状況を調査研究し、とりま

とめを終えたので 21 年度に報告書を作成する。 
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（６） コミュニティ投資研究 
 

助成金収入：   0 千円  
自己資金：     0 千円 
事業収入：       0 円 
事業支出：     0 千円  

 
具体的な活動は展開できず、21 年度に改めて対応を検討する。 
 
（７） 助成金プロジェクト（ＳＲＩ概況調査） 

 
事業収入：        0 円 
事業支出：    547 千円 

 
トラスト 60 の助成事業として 「日本 SRI 年報 2007」の印刷および英訳。国内外へ配布。 
 
  
（８） Students 

 
事業収入：  0 千円  
事業支出： 19 千円 

 
 
 

 
以 上 



平成20年度　勉強会・セミナー開催一覧
平成21年度　定例理事会・定例総会資料／Ｎｏ．2

参加数は登壇者・スタッフを含む↓

回 開催日 テーマ 講師、登壇者 会場 参加総数 会/非会 収入 支出

定例勉強会

24 H20.4.24

SRI事情・入門編 ’08

概要：　SRI→RI（責任ある投資）への説明から真
に合理的な投資とは何か、投資リターンと社会的
利益の統合フレームの説明などを取り入れ、日本
の投資に欠けているもの、海外の投資会社では、
といったテーマで初心者にも分かり易く説明いただ
いた。

水口　剛氏
（高崎経済大学教授、SIF-J理事）

エポ会議室
（渋谷区）

46 13/33 56 13

25 H20.7.18

『株主提案』～株主オンブズマンの活動～

概要：　社会的責任投資の３つの投資行動の中の
一つである「株主行動(engagement)」を取り上げ
た。1930年代アメリカの株主運動と株主提案の歴
史にまで遡り、最近の社会派株主運動と株主提案
という流れで、これまでに行ってきた株主提案と主
な成果を具体的に開示していただいた。

森岡　孝二氏
（株主オンブズマン　代表／関西大学　経済学部
教授）

大和コンファ
レンスホール

（八重洲）
46 32/14 19 55

26 H20.8.22

『コミュニティ投資』～地域での生活を持続可能
にするmomoの取り組み～

概要：　コミュニティ・ユース・バンクmomoの取り組
みをご説明いただいた。07年末までに累計16億円
以上の融資の実績。お金を通して出資者と融資先
がつながり続ける仕組み、そしてNPOバンクの今
後の課題やmomoならではの「つながり方」を発
表。地域で生き生きとした生活を持続可能にする
ために日本型コミュニティバンクの挑戦を考えた。

木村　真樹氏
（コミュニティ・ユース・バンクmomo代表理事）

大和コンファ
レンスホール

（八重洲）
37 19/18 23 49

27 H20.9.25

『スクリーン運用』―運用会社と企業との対話を
可能にするCSRの評価方法について―

概要：　なぜ投資家はCSRを考慮し始めたか、と
いったCSRの重要性から、SRIと運用パフォーマン
ス、ESG要因と投資パフォーマンスを取り上げた。
今、機関投資家が取り組んでいる『責任投資原
則』の最新動向などハイレベルな勉強会となった。

加藤　正裕氏
（三菱UFJ信託銀行　投資企画部　主任調査役）

大和コンファ
レンスホール

（八重洲）
44 13/20 22 1

※回は設立以来の通算回数

その他イベント

S
t
u
d
e
n
t
s

H20.4.19～20

アースデイ東京　「エコ金融エリア」　Students出
展

概要：　2008年、4月19日、20日に国内最大級の環
境イベント、アースデイ東京2008（代々木公園）が
開催され、「エコ貯金」をテーマに、中央労働金
庫、国際青年環境NGO,A SEED JAPANとSIF-
Japan Studentsの3者共同で「エコ金融エリア」に
出展した。

SIF-Japan　Students 代々木公園 8万人 30 0 19

シンポジウム

　「サステナブルな社会構築に向けて」　―企業
と投資家に求められること―

概要：GC-JN、UNEP-FI、SIF-Japanの3者共催で
行われた。企業、投資家、NGOには何が求められ
るのかについて、国連グローバル・コンパクトと社
会的責任投資をテーマにそれぞれの意義と成果
を共有したシンポジウムを行った。

・秦　喜秋氏　（グローバル・コンパクト・ボード・ジャパン、
三井住友海上グループホールディングス取締役会長
・有馬　利男氏（グローバル・コンパクト・ボード・ジャパン
議長、富士ゼロックス　相談役特別顧問）
・伊藤　信太郎氏（外務省　副大臣）
ファシリテーター：　河口真理子氏　（株式会社大和総研
経営戦略研究所主任研究員、SIF-J理事）
＜企業側パネリスト＞
大津山　厚氏（キッコーマン　経営企画室　コーポレート
政策推進担当部長）
菅　慶太郎氏（日産自動車　グローバルコミュニケーショ
ン・CSR本部課長、企画室　課長）
＜投資家側パネリスト＞
　　加藤正裕氏　（三菱ＵＦＪ信託銀行投資企画部主任
調査役）
＜NGO側パネリスト＞
　　足達　英一郎氏（日本総合研究所　主席研究員、
SIF-J理事）

日本科学未
来館

227 31/196 0 9

（単位:千円）

H20.11.19

SIF-Japan
5/5



平成 21年 2月 17日 
監 査 報 告 書 

 
特定非営利活動法人 社会的責任投資フォーラム  
理事会 御中 

 
監事 寺田 良二 
監事 魚住 隆太 

 
私たちは、特定非営利活動法人社会的責任投資フォーラム（以下、同法人という）の平

成 20年 1月 1日から同年 12月 31日に係る会計及び業務について監査を行い、以下のとお
り報告する。 
 
１．財産目録及び収支計算書は、会計帳簿と一致し、同法人の財政状態及び収支の状況を

正しく示しているものと認める。 
２．事業報告書の記載内容は、真実を示しているものと認める。 
３．理事の職務執行に関する不正事項及び法令・定款に反する重要な事項は認められなか

った。ただし、下記事項については定款等において明確な定めがなく、早急な明文化

が望まれる。 
 

記 
 
同法人は、当該年度中において下記 2件に関する理事会開催を書面（電子メールを含む）

により行ったが、同法人の定款等においては理事会の書面開催に関する規定は存在してい

ない。 

平成 20 年 10 月 6 日付け 「国外法人会員の年会費について」 

平成 20 年 12 月 26 日付け 「会長および代表理事の選任について」 

 

以上 
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20 年度 特定非営利活動に係る事業会計財産目録 

 
  平成 20 年 12 月 31 日現在 

 
特定非営利活動法人 社会的責任投資フォーラム  

科 目 ・ 摘 要 金  額 （単位：円） 
Ⅰ 資産の部 
 １ 流動資産 
    現金預金 
     現金（現金手許有高） 
     普通預金（三井住友銀行赤坂支店） 
     普通預金（三菱東京 UFJ 銀行赤坂見附

支店） 

 
 
 

69,024 
254,439 

 
3,230,164 

 

  

流動資産合計  3,553,627  

 ２ 固定資産 
    什器備品  （ﾊﾟｿｺﾝ 2 台） 
     

20,271 

 
 
 
 
 

 

固定資産合計  20,271  

資産合計   3,573,898 

    
Ⅱ 負債の部 
 １ 流動負債 
    預り金（職員に対する源泉所得税） 
    預り金（報酬に対する源泉所得税） 
    預り金（職員に対する社会保険料） 
    預り金（職員に対する住民税）          

 
 

19,361 
17,555 
51,032 

2,500 

  

流動負債合計  90,448  

 ２ 固定負債 
     

 
   

固定負債合計  0  

負債合計   90,448 

正味財産   3,483,450 
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20 年度 特定非営利活動に係る事業会計貸借対照表 
 

  平成 20 年 12 月 31 日現在 
 

特定非営利活動法人 社会的責任投資フォーラム  
科  目 金  額 （単位：円） 

Ⅰ 資産の部 
 １ 流動資産 
 
    現金 
    普通預金 

 
 
 

69,024 
3,484,603 

  

     流動資産合計  3,553,627  

 ２ 固定資産 
     

什器備品 

 
 
 

20,271 
 

  

     固定資産合計  20,271  
     資産合計   3,573,898 
Ⅱ 負債の部 
 １ 流動負債 
     
    預り金 
 

 
 

90,448 
  

     流動負債合計 
 ２ 固定負債 
         

 
 
 

90,448 
 
 

 

     固定負債合計  0  
     負債合計   90,448 
Ⅲ 正味財産の部 
  前期繰越正味財産 
  当期正味財産増加額（減少額） 

 
 

4,025,661 
△542,211 

 
 
 

     正味財産合計   3,483,450 
     負債及び正味財産合計   3,573,898 
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 ２０年度 特定非営利活動に係る事業会計収支計算書 

 

 平成 20年 1月 1日から平成 20 年 12 月 31 日まで 

 

特定非営利活動法人 社会的責任投資フォーラム  

科  目 金  額 （単位：円） 

Ⅰ 経常収入の部 

 １ 会費収入 

    金融機関会費 

    一般法人会費 

    公的･中間機関会費 

    NPO･NGO 会費 

    個人会費 

    学生会費 

 

 

1,500,000 

1,200,000 

550,000 

30,000 

642,400 

25,000 

 

 

 

 

 

 

 

3,947,400 

 

 ２ 事業収入 

    勉強会活動収入 

    広報活動収入 

 

119,100 

7,000 

 

 

126,100 

 

 ３ 助成金収入 

    助成事業収入 

 

1,800,000 

 

1,800,000 
 

 ４ 雑収入 

    受取利息収入 

 

9,070 

 

9,070 

 

 

   経常収入合計   5,882,570 

Ⅱ 経常支出の部 

 １ 事業費 

    勉強会活動費用 

    シンポジウム活動費用 

    ホームページ運営活動費用 

    学生部会活動費用 

    助成事業支出 

    給料手当（事業） 

 

 

122,227 

9,240 

392,800 

19,709 

547,027 

2,325,887 

 

 

 

 

 

 

 

3,416,890 

 

 ２ 管理費 

    給料手当 

    法定福利費 

    通信費 

    旅費交通費 

    接待交際費 

    会議費 

    事務用消耗品費 

    備品消耗品費 

    印刷経費 

    地代家賃 

    租税公課 

    支払手数料 

    管理諸費 

    業務委託費     

    雑費 

 

1,159,481 

318,626 

100,257 

252,480 

28,402 

42,763 

9,012 

14,115 

36,000 

600,000 

2,000 

12,073 

84,000 

331,517 

1,370 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2,992,096 

 

   経常支出合計   6,408,986 

  経常収支差額   △526,416 
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Ⅲ その他資金収入の部 

 １ その他資金収入 

 

0 

 

0 
 

   その他資金収入合計   0 

Ⅳ その他資金支出の部 

 １ その他資金支出 

 

0 

 

0 
 

   その他資金支出合計   0 

  当期収支差額   △526,416 

  前期繰越収支差額   3,989,595 

  次期繰越収支差額   3,463,179 

（正味財産増減の部） 

Ⅴ 正味財産増加の部 

 １ 資産増加額 

 

 ２ 負債減少額 

 

 

 

 

 

0 

 

0 

 

     増加額合計   0 

Ⅵ 正味財産減少の部 

 １ 資産減少額 

    当期収支差額(再掲) 

    什器備品減価償却額 

 ２ 負債増加額 

     

 

 

 
526,416 

15,795 

 

0 

 

     減少額合計   542,211 

   当期正味財産増加額   △542,211 

   前期繰越正味財産額   4,025,661 

   当期正味財産合計   3,483,450 
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科目明細表 

科  目 明  細 金  額 科 目 計 

Ⅱ経常支出の部 

 １ 事業費 

   

   勉強会活動費用 諸謝金 

通信費 

旅費交通費 

備品消耗品費 

管理諸費 

114,443 

1,060 

3,760 

948 

2,016 

 

 

 

 

122,227 

  シンポジウム活動費用 旅費交通費 9,240 9,240 

ホームページ運営活動費用 メンテナンス費 

サーバーレンタル費 

備品消耗品費 

支払手数料 

336,000 

52,300 

3,660 

840 

 

 

 

392,800 

学生部会活動費用 備品消耗品費 19,709 19,709 

助成事業支出 通信費 

印刷経費 

支払手数料 

業務委託費 

14,370 

213,828 

1,575 

317,254 

 

 

 

547,027 
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特定非営利活動法人　社会的責任投資フォーラム

（単位：円）

細　　目 20年度予算額 同実績 増減 備　　　　考

I 　経常収入の部

1．会費収入 6,120,000 3,947,400 2,172,600 会員増強ならず

　 正会員会費収入 金融機関会員（単位：10万×1～5口/3会員）　※1 2,500,000 1,500,000 1,000,000

（　）内は、期末在籍ベース 一般法人会員（単位：10万×3口/4会員） 1,800,000 1,200,000 600,000 パナソニック脱会

公的・中間機関会員（単位：10万×1口/6会員） 700,000 550,000 150,000 全国労金脱会、FTSE入会

NPO/NGO会員（単位：1万×1口/4会員） 60,000 30,000 30,000 荒川流域ネットワーク脱会

個人会員（単位：1万×1口/87会員） 1,000,000 642,400 357,600 会費支払い方法変更により減

学生会員（単位：5千×1口/9会員） 60,000 25,000 35,000

2．事業収入 450,000 126,100 323,900

勉強会活動 200,000 119,100 80,900

シンポジウム活動 200,000 0 200,000 無料で対応

コミュニティ投資研究活動 50,000 0 50,000

広報活動収入 0 7,000 △7,000

3．助成金収入 4,930,000 1,800,000 3,130,000

　　助成金 地球環境基金 4,930,000 0 4,930,000 助成金申請するも認められず

トラスト６０ 0 1,800,000 △1,800,000 初の助成金取得

4．雑収入 7,000 9,070 △2,070

受取利息、雑収入 7,000 9,070 △2,070

経常収入合計（A） 11,507,000 5,882,570 5,624,430

II 経常支出の部 0

1．事業費 8,520,000 3,416,890 5,103,110

　　SRI研究 勉強会活動 200,000 122,227 77,773

　　情報開示促進 シンポジウム活動 300,000 9,240 290,760

　　コミュニケーション促進 その他イベント活動 50,000 0 50,000

　　提言・情報提供・教育啓発 ホームページ運営 300,000 392,800 △92,800 全面的にリニューアル

　　等　 メールマガジン運営 0 0 0

助成金プロジェクト 5,170,000 0 5,170,000

　　法制化研究とムーブメント(助成） 4,930,000 0 4,930,000 地球環境基金による助成金認められず

　　　　　　　　　　　　　　　　　（自己資金） 240,000 0 240,000

助成金プロジェクト 100000 0 100,000

　　コミュニティ投資研究（三井物産環境基金助成） 0 0 0 助成金申請せず

　　　　　　　　　　　　　　　（自己資金） 100,000 0 100,000

トラスト６０助成事業 0 547,027 △547,027 SRI年報印刷費、英文版の翻訳費

金融機関啓発、広報活動 100,000 0 100,000

学生部会活動 100,000 19,709 80,291

SRI概況調査 400,000 0 400,000

給料手当（事業） 1,800,000 ※2,325,887 △525,887

2．管理費 3,070,000 2,992,096 77,904

　 事務局運営費 給料手当 1,200,000 ※1,159,481 40,519

　 法定福利費 300,000 318,626 △18,626

旅費交通費 300,000 252,480 47,520

地代家賃 600,000 600,000 0

支払手数料、業務委託費 320,000 343,590 △23,590 会計事務所、司法書士ほか

通信・印刷・備品等 350,000 317,919 32,081

経常支出合計（B） 11,590,000 6,408,986 5,181,014

当期収支差額 （A）－（B） △ 83,000 △526,416 443,416

前期繰越収支差額 3,989,595 3,989,595 0

次期繰越収支差額 3,906,595 3,463,179 443,416

※1：金融機関種別会費 (Ⅰ)金融ﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｶﾝﾊﾟﾆｰ及び以下Ⅱ～Ⅳ以外

(Ⅱ)地方銀行

(Ⅲ)投資信託委託、投資顧問、投資会社、信用金庫単独

(Ⅳ)信用組合

科　　目

平成20年度特定非営利活動に係る事業会計収支実績表（予算書対照表）

平成20年１月１日から平成２０年１２月３１日まで

※給料全体としては期中常勤者の退職あり、募
集・引継ぎ等で費用増。事業費対管理費は６５
対３５

SIF-Japan
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自 平 成 21 年 1 月 1 日

至 平 成 21 年 12 月 31 日

第6期 事業計画・予算書（案）

社会的責任投資フォーラム

特定非営利活動法人
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SIF-Japan 

 

平成 2１年度 事業計画書（案） 
平成 2１年 1 月 1 日から 2１年 12 月 31 日まで 

 
特定非営利活動法人 社会的責任投資フォーラム 

 
１ 事業実施の方針 
１）事業内容 

本会の事業は、特定非営利活動に係る事業のみを対象とし、次に挙げる基本活動を主体として実

施する。 
（１） SRI（社会的責任投資）の利害関係者のコミュニケーションの促進に関する事業 

（２） SRIに関する情報開示の促進を行う事業 

（３） SRIに関する研究を行う事業 

（４） 企業評価の枠組みに関する研究を行う事業 

（５） 提言及び情報提供・教育啓発活動を行う事業 

 

２ 事業の実施に関する事項 

１）特定非営利活動に係る事業 

定款の事業名 事業内容 
実施予定 

時期 
実施予定場所 

従事者の 

予定人数 

受益対象者の範囲及び 

予定人数 

支出見込額 

（単位：円） 

勉強会 6 回 関東圏、関西圏 10 名 SRI 関係者又は興味を持つ

不特定多数の人 

 
120,000  

シンポジウム 年 1～２回 東京都 １0 名 SRI 関係者又は興味を持つ

不特定多数の人 

200,000 

コミュニティ投資研究 通年 東京都他国内の

調査対象地域 

5 名 SRI 関係者又は興味を持つ

不特定多数の人 

100,000 

提携講座 ６回 東京都 10 名 早稲田大学ファイナンス研

究科学生 

100,000 

ホームページ 通年 東京都 5 名 SRI 関係者又は興味を持つ

不特定多数の人 

100,000 

（１）８RI 利害関係

者のコミュニケーシ

ョン促進 

メールマガジン 月 3～5 回発

行 

東京都 1～3 名 SRI 関係者又は興味を持つ

不特定多数の人 

0 

勉強会 上に同じ     

シンポジウム 上に同じ     

ホームページ 上に同じ     

メールマガジン 上に同じ     

（２）SRI に関する情

報開示の促進 

金融機関とのコミュニケー

ション推進 

年数回 関東圏 10 名 SRI 関係者及び金融機関 300,000 

勉強会 上に同じ     

シンポジウム 上に同じ     

コミュニティ投資 上に同じ 

（３）SRI に関する研

究、企業評価の枠

組みに関する研究 
SRI 年報の作成およびそ

の他調査・研究 

通年 東京都 10 名 SRI 関係者又は興味を持つ

不特定多数の人 

500,000 

勉強会、シンポジウム 上に同じ     

金融機関とのコミュニケー

ション推進 

上に同じ     

（５）提言及び情報

提供・教育啓発活

動 

 
Students 通年 関東圏 10～30 名 地域非限定、不特定多数 100,000 

小計  1,520,000 

各事業推進に係る給料手当 2,300,000 

合計 3,820,000 

 

 



平成2１年度 年間事業計画　詳細

(　）は本文における事業区分の番号

区分

A（１）

B（２）

C（３）

D（４）

E（５） 特定非営利活動法人　社会的責任投資フォーラム（SIF-Japan）

事業区
分

事業名
運営
管理

実施予定
時期・回数

実施予定場所
従事者の
予定人数

受益対象者の範囲
及び予定人数

支出見込額
（単位：円）

A,B,C 勉強会運営 定例勉強会の開催

・SRIに関心のある会員・非会員を対象に、情報交換・意見交換を行なう。毎回、実
務家を中心にSRI への造詣の深い講師を招き参加者のSRIに関する知識を高め、
交流の場とする。
・SRIの基本入門コース、専門コース、パネルディスカッションなど。

鷹羽
吉田

６回 東京都、関西圏 10名
SRI関係者又は興味を持つ
不特定多数の人

120,000

E シンポジウム運営 シンポジウムの開催

・SRI普及・拡大の足がかりとなるよう広範なテーマでより幅広い層、多くの人々を集
め、SRIの認知を大きく高めるものとＳＲＩ運用担当者やメインストリームにいるいわゆ
るＳＲＩのプロ向けのものの開催を検討していく。
・前者については経済評論家勝間和代氏らによるセミナーを４月に開催予定。

事務局 年１～２回 東京都 10名
SRI関係者又は興味を持つ
不特定多数の人

※200000

C,E コミュニティ投資研究
日本におけるコミュニティ投資の意義、現
状、資金調達方法等に関する調査、研
究、レポート発表

・コミュニティ投資の理論的展開を研究し、その意味を発信する
・年１～２回ワークショップを開催

新谷
通年

東京都および国内
の調査対象地域

5名 地域非限定、不特定多数
100,000

C,E 提携講座
早稲田大学ファイナンス研究科における
ＳＩＦ－Ｊとの提携講座

・早稲田大学ファイナンス研究科において見識のある金融人を育成するという目的
に照らして、職業倫理と社会的責任を真正面から取り上げた授業科目の導入が必
要と考え、その一環として「社会的責任投資（ＳＲＩ）」を実践に移したいというもの。
・ＳＩＦ－Ｊには本件に関する講師派遣の要請があったもので、ＳＩＦ－Ｊの理念に沿うも
のと考えられ対応していく。
・６月～７月の土曜日で６回開講を予定。

河口 ６回 東京都 １０名
早稲田大学ファイナンス研
究科学生

100,000

B,E ホームページ運営

・日本におけるSRIの概要、最新情報等について幅広く多くの人々に中立的な立場
から情報を提供する。
・現在の情報コンテンツの維持、更新、拡充。
・「日本ＳＲＩ年報」のデータ更新（３，６，９，１２月末）。

鷹羽
事務局

通年 東京都 ５名 地域非限定、不特定多数

100,000

A,B 月刊メールマガジンの発行

・SRIに関するあらゆる情報を無料で頒布することで、SRIに関心を持つ方の裾野を
広げ、持続的な情報提供を行う。
・SIF-Japanの活動のお知らせ、オピニオンリーダーによるSRIに関する雑感、SRIに
関する文献情報、関連イベント情報、SIF-Japanの活動報告などをメールによって無
料で広く発信する。

事務局 月1回 東京都 1～3名 地域非限定、不特定多数

A,B,C,E SRI・マスコミ・レポートの発行
・SRIに関する情報の提供
・会員向け(限定）に無料メールマガジンを隔週ペースで配信し、SRIに関する時事
情勢のレポートとそれらに対するSRI研究専門家のコメントを提供する。

山本 隔週 東京都 1～2名
SRI関係者又は興味を持つ
不特定多数の人

E 金融機関等とのコミュニケーション推進
金融機関との懇談会、SRI有識者会議の
開催

・SIF-Japanの存在価値向上のため、金融機関の方とのネットワークを強化し、より実
質的なSRI普及活動に寄与する。あわせて会員増強のキイとする。
・現在SRIを企画・運用しているキイプレーヤー（有識者）の方々に参集いただき、日
本におけるSRIの現状や将来性について議論いただく、日本で最も実質的なSRIの
話ができる場を提供する。そこで得られた知見を事務局でまとめ、今後の日本にお
けるSRI普及に寄与するためにHP等で紹介する。
・具体的にはＰＲＩ署名機関を集めた交流会の実施やＳＲＩ丸の内会の充実を検討し
ていく。

河口
山本
相馬
物江

年数回 東京都 10名 SRI関係者及び金融機関

※300000

C
ＳＲＩ年報の作成およびその他調査・研究

ＳＲＩ年報の作成

・「日本SRI年報」の次回発行に関し、ＳＲＩの専門家を交えた年報委員会を立ち上
げ、内容の検討および執筆を行う。本年度の作成(和文・英文）を目指す。
完成後はウエブサイトや冊子にて国内外に広く配布するが一部は有料とする。
・年報作成を通じて日本におけるSRIの現状把握、情報提供および海外との情報交
換に資する。

鷹羽
事務局

通年 東京都 10名
SRI関係者または関心を持
つ不特定多数の人

※500000

A,B,C,E Students
大学生による大学生など入門者向けのセ
ミナー、WEBコンテンツなどでの啓発活動

･学生など入門者向けの啓発活動
・Studentsメンバーによる自主勉強会、一般学生向けセミナー開催、ＷＥＢコンテン
ツ制作

事務局 通年 関東圏 １0～30名 地域非限定、不特定多数

100,000
合　　計 1,520,000

企業評価の枠組みに関する研究を行う事業

具体的な内容

内　　容

コミュニケーション促進事業
情報開示の促進を行う事業

SRIに関する研究を行う事業

0

メールマガジン運営

提言及び情報提供・教育啓発活動を行う事業

※は助成金対象事業、各事業推進に
係る給料手当2,300,000を除く

SIF-Japan
平成21年度　定例理事会・定例総会資料／No8



平成21年度　定例理事会・定例総会資料／No.9

特定非営利活動法人　社会的責任投資フォーラム

（単位：円）

細　　目 20年度予算額 同実績 21年度予算額 備　　　　考

I 　経常収入の部

1．会費収入 6,120,000 3,947,400 4,300,000

　 正会員会費収入 金融機関会員（単位：10万×1～5口/3会員）　※1 2,500,000 1,500,000 1,500,000 会員維持

（　）内は、期首在籍ベース 一般法人会員（単位：10万×3口/4会員） 1,800,000 1,200,000 1,200,000 会員維持

公的・中間機関会員（単位：10万×1口/6会員） 700,000 550,000 700,000 会員増強

NPO/NGO会員（単位：1万×1口/4会員） 60,000 30,000 50,000 会員増強

個人会員（単位：1万×1口/87会員） 1,000,000 642,400 800,000 会員増強

学生会員（単位：5千×1口/9会員） 60,000 25,000 50,000 会員増強

2．事業収入 450,000 126,100 1,100,000

勉強会活動 200,000 119,100 200,000

シンポジウム活動 200,000 0 600,000 協賛金を含む

コミュニティ投資研究活動 50,000 0 0

広報活動収入 0 7,000 0

ホームページ運営収入 0 0 100,000 協賛金を含む

SRI普及・啓発活動 0 0 200,000 協賛金、年報等の資料代を含む

3．助成金収入 4,930,000 1,800,000 0

　　助成金 地球環境基金 4,930,000 0 0 助成金申請せず

トラスト６０ 0 1,800,000 0 残額　１，２５２，９７３円

4．雑収入 7,000 9,070 9,000

受取利息、雑収入 7,000 9,070 9,000

経常収入合計（A） 11,507,000 5,882,570 5,409,000

II 経常支出の部

1．事業費 8,520,000 3,416,890 3,820,000 事業計画書案参照

　　SRI研究 勉強会活動 200,000 122,227 120,000

　　情報開示促進 シンポジウム活動 300,000 9,240 200,000

コミュニティ投資研究活動 50,000 0 100,000

提携講座 0 0 100,000

　　コミュニケーション促進 その他イベント活動 50,000 0 0

　　提言・情報提供・教育啓発等 ホームページ運営 300,000 392,800 100,000 前年は全面的なリニューアル実施

　　 メールマガジン運営 0 0 0

助成金プロジェクト 5,170,000 0 0

　　法制化研究とムーブメント(助成） 4,930,000 0 0

　　　　　　　　　　　　　　　　　（自己資金） 240,000 0 0

助成金プロジェクト 100000 0 0

　　コミュニティ投資研究（三井物産環境基金助成） 0 0 0

　　　　　　　　　　　　　　　（自己資金） 100,000 0 0

トラスト６０助成事業 0 547,027 0

金融機関とのコミュニケーション推進 100,000 0 300,000

SRI概況調査 400,000 0 0
SRI年報の作成・その他調査・研究 0 0 500,000

学生部会活動 100,000 19,709 100,000

給料手当（事業） 1,800,000 2,325,887 2,300,000 常勤者1名・非常勤者2名等の給料の65％

2．管理費 3,070,000 2,992,096 2,850,000

　 事務局運営費 給料手当 1,200,000 1,159,481 1,200,000 常勤者1名・非常勤者2名等の給料の35％

　 法定福利費 300,000 318,626 300,000

旅費交通費 300,000 252,480 150,000

地代家賃 600,000 600,000 600,000

支払手数料、業務委託費 320,000 343,590 300,000 会計事務所、司法書士

通信・印刷・備品等 350,000 317,919 300,000

経常支出合計（B） 11,590,000 6,408,986 6,670,000

当期収支差額 （A）－（B） △ 83,000 △526,416 △1,261,000

前期繰越収支差額 3,989,595 3,989,595 3,463,179

次期繰越収支差額 3,906,595 3,463,179 2,202,179

※1：金融機関種別会費 (Ⅰ)金融ﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｶﾝﾊﾟﾆｰ及び以下Ⅱ～Ⅳ以外    　　　　　　

(Ⅱ)地方銀行　　　　　　　　　　　

(Ⅲ)投資信託委託、投資顧問、投資会社、信用金庫単独

(Ⅳ)信用組合

科　　目

平成21年度特定非営利活動に係る事業会計収支予算書案

前年度の残額1,252,973円を各事業に配付して
計上

SIF-Japan
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理事会議決事項 

平成２１年３月１１日 

 

「書面表決（含む電子メール。）による決裁規則」の制定 

 

（主旨） 

書面表決については理事会に出席できない場合の対応として定款３５条に規定

があるが、理事会開催に替え書面による決裁については明文の規定がないまま

対応してきたところ、平成 21 年 2 月 17 日の監査において指摘を受けたので

「急を要する場合等臨時の理事会の開催が困難な場合の対応として書面表決に

よる決裁の規定」を細則として定めるもの。 

(規則名) 

特定非営利活動法人 社会的責任投資フォーラム 

書面表決（含む電子メール。）による決裁規則 

 

第１条 理事会の議決事項に関し、会長および代表理事が合議の上必要と認め

た場合には、理事会開催に替え議決事項を記載した書面（含む電子メ

ール）を送付し、各理事の決裁を求めることができる。 

この場合定款３５条（書面表決等）の規定を準用するとともに議事録

については、表決結果を記した記録を事務局で作成し、議決すべき事

項について特別の利害関係を有しない理事２名が記名押印または署名

し、これを保存する。 

第２条 前条の書面による表決は回答期限当日事務局到着分までを有効とする。 

 

付則本規則は平成２１年３月１１日から施行する。 

 

＜参考＞ 

書面表決により決裁を行なった事項 

１ 国外法人会員の年会費について 

 （議決事項） 

定款に定める正会員種別（１）～（６）に該当する法人   

それぞれ国内法人会員の会費の半額とする。 

この場合国外法人会員とは日本国外に本部があり、主として日本国外で活動する

企業または団体をいう。 

＊参考 

    現行の会員の種別と年会費 
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    正会員 

    (１)一般法人            一口￥100,000×3 口以上=￥300,000 以上 

(２)金融ホールディングカンパニー及び以下(３)～(５)以外の金融機関 

                      一口￥100,000×5 口以上=￥500,000 以上 

(３)地方銀行           一口￥100,000×3 口以上=￥300,000 以上 

(４)投資信託委託・投資顧問・投資会社・信用金庫単独 

                      一口￥100,000×2 口以上=￥200,000 以上 

(５)信用組合            一口￥100,000×1 口以上=￥100,000 以上 

(６)公的機関・中間機関      一口￥100,000×1 口以上=￥100,000 以上 

(７)NPO／NGO・有識者・個人   一口￥ 10,000×1 口以上=￥10,000 以上 

(８)学生             一口￥  5,000×1 口  = ￥5,000 

（注）社団法人・財団法人は、公的機関に準じる。 

 

（表決結果） 

   平成２０年１０月６日付け 

理事１６名中 賛成 16 名で原案通り可決 

 

２ 会長および代表理事の選任について 

 （議決事項） 

① 空席の会長に現会長代行の代表理事後藤敏彦を充て、会長・理事とする。 

② 代表理事に現理事の河口真理子を充てる。 

③ 時期は、新事業年度となる 2009 年 1 月 1 日からとする。 
なお事務局長は新会長の任命により代表理事の河口真理子とする。 

 

（表決結果） 

平成２０年１２月２６日付け 

  理事１６名中 賛成 12 名で原案通り可決(未回答 2 名) 

  特別利害関係者として後藤、河口理事は議決に参加せず。 

 

以上 
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理事会議決事項 

平成２１年３月１１日 

 

国内法人会員の年会費について 

 

国内法人会員については、昨今の経済情勢から会員辞退が相次いでおり、これ

への対応及び新規会員獲得の推進の観点から、現行の国内法人会員の年会費を

下記の通りに改める。 

 

記 

 
定款に定める正会員種別の内（１）～（４）の法人についても 一口￥100,000

×1 口以上=￥100,000 以上とする。 

 

【参考】 

現行の会員の種別と年会費 

    正会員 

    (１)一般法人          一口￥100,000×3 口以上=￥300,000 以上 

(２)金融ホールディングカンパニー及び以下(３)～(５)以外の金融機関 

      一口￥100,000×5 口以上=￥500,000 以上 

(３)地方銀行          一口￥100,000×3 口以上=￥300,000 以上 

(４)投資信託委託・投資顧問・投資会社・信用金庫単独 

    一口￥100,000×2 口以上=￥200,000 以上 

(５)信用組合          一口￥100,000×1 口以上=￥100,000 以上 

(６)公的機関・中間機関     一口￥100,000×1 口以上=￥100,000 以上 

(７)NPO／NGO・有識者・個人 一口￥ 10,000×1 口以上=￥10,000 以上 

(８)学生            一口￥  5,000×1 口  = ￥5,000 

 
（注１）社団法人・財団法人は、公的機関に準じる。 
（注２）国外法人会員の年会費は、定款に定める正会員種別（１）～（６）に該当

する法人についてはそれぞれ国内法人会員の会費の半額とする。 
この場合国外法人会員とは日本国外に本部があり、主として日本国外で活動

する企業または団体をいう。 

 

以上 
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平成21年4月1日～平成23年3月31日　
役職 氏名（各50音順） 備考　　※個人が所属する組織は会員とは限りません。 報酬 備考

理事 青木　修三 様 無

理事 秋山　をね 様 株式会社インテグレックス 無

理事 足達　英一郎　　様 株式会社日本総合研究所 無

理事 稲岡　稔 様 株式会社セブン＆アイ･ホールディングス 無

理事 川合　アユム 様 株式会社ＹＡＭＡＴＯ 無

理事 河口　真理子 様 株式会社大和総研 無

理事 木内　孝 様 NPO法人フューチャー５００ 無

理事 後藤　敏彦 様 環境監査研究会 無

理事 首藤　恵 様 早稲田大学大学院 無

理事 薗田　綾子 様 株式会社クレアン 無

理事 原　　良也 様 株式会社大和証券グループ本社 無

理事 菱田　賀夫 様 住友信託銀行株式会社 無

理事 菱山　隆二 様 NGO企業行動研究センター 無

理事 水口　剛 様 高崎経済大学 無

理事 宮城　治男 様 NPO法人エティック 無

理事 柳　　正憲 様 株式会社日本政策投資銀行 無

監事 寺田　良二 様 株式会社あらたサステナビリティ認証機構 無

監事 魚住　隆太 様 あずさサステナビリティ株式会社 無

(参考)

平成19年4月1日～平成21年3月31日
現在の役職 氏名（各50音順） 備考　　※個人が所属する組織は会員とは限りません。 報酬 備考

会長 後藤　敏彦 様 環境監査研究会 無

代表理事 河口　真理子 様 株式会社大和総研 無

理事 青木　修三 様 無

理事 秋山　をね 様 株式会社インテグレックス 無

理事 足達　英一郎　　様 株式会社日本総合研究所 無

理事 稲岡　稔 様 株式会社セブン＆アイ･ホールディングス 無

理事 川合　アユム 様 株式会社ＹＡＭＡＴＯ 無

理事 木内　孝 様 NPO法人フューチャー５００ 無

理事 首藤　恵 様 早稲田大学大学院 無

理事 薗田　綾子 様 株式会社クレアン 無

理事 原　　良也 様 株式会社大和証券グループ本社 無

理事 菱田　賀夫 様 住友信託銀行株式会社 無

理事 菱山　隆二 様 NGO企業行動研究センター 無

理事 水口　剛 様 高崎経済大学 無

理事 宮城　治男 様 NPO法人エティック 無

理事 柳　　正憲 様 株式会社日本政策投資銀行 無

監事 寺田　良二 様 株式会社あらたサステナビリティ認証機構 無

監事 魚住　隆太 様 あずさサステナビリティ株式会社 無

特定非営利活動法人社会的責任投資フォーラム

理事・監事候補者名簿

現理事・監事名簿
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（敬称略・50音順）

氏　　名 備考

内田　宏樹

小野島　茉莉

加とう　正法

金谷　扇

※片口　美保子 ゴールドマン・サックス証券 新

河口　真理子

小榑　雅章

新谷　大輔

菅沼　裕明

相馬　宏充

薗田　綾子

鷹羽　美奈子

※田中　秀一郎 株式会社大和証券グループ本社 新

野田　健太郎

野村　恭子

※牧野　和彦 株式会社大和証券グループ本社 新

松本　美奈

物江　陽子

山﨑　明美

山本　利明

※横塚　仁士 株式会社大和総研 新

吉田　哲朗

以上22名

※は20年度中に新たに選出された委員

株式会社ＣＳＲ経営研究所

社会経営システム研究所、ＮＰＯ法人　洗心洞大学　理事

運営委員 一覧

平成20年4月1日～平成22年3月31日

エリアリンク株式会社

株式会社大和総研

Innovest Strategic Value Advisors

日本政策投資銀行

向社会性研究所

株式会社三井物産戦略研究所

東京海上日動火災保険株式会社

あらた監査法人

株式会社しんきん信託銀行

特定非営利活動法人　社会的責任投資フォーラム

日本シェアホルダーサービス株式会社
（三菱UFJリサーチ＆コンサルティング株式会社より出向）

三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサルティング

株式会社大和総研

株式会社クレアン

インスティテューショナルシェアホルダーサービシーズ株式会社

所　　　　属




